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　お父さんやお母さんに手伝っ
てもらいながら、汗をかきかき
イモを掘る子どもたち。「見て見
て！おっきいよ！」「ボクのイモ
の方がデカイで！」。夢中にな
って楽しむ声が秋日和の空に

響いていました。

サツマイモ収穫祭　10月２日
リージョンセンター西側イモ畑

このコーナーは歴史的
文化資産のデジタルア
ーカイブ（古写真のデジ
タル化）事業の成果の中
から紹介しています
問い合わせ先
　津山郷土博物館
　薊22−4567
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現在の天守閣跡（備中櫓前から望む）

　広報担当になって４回目の津山まつり。最初の年は必死に神
み こ し

輿の後
を追い掛けました。昨年は実際にだんじりを曳

ひ

き、熱い祭りを直接体
験。今年は大隅神社の神輿、鍛

か じ

治町のだんじりが蘇
よみがえ

るとともに、徳守
神社の神輿の現在の姿が見納めに。すべてがいい思い出です。	 （＆）

　広報に異動して、はや半年がたちました。「きらめく津山人」を担当
してさまざまな人に出会い、お話を聞いていると津山を愛し、誇りに
思っている人がたくさんいることが分かります。そんなすてきな人、
あなたの近くにいませんか？どうぞ広報にご紹介ください。	 （修）

　皆さん、健（検）診は受けましたか？「わたしは病気になんかなら
ない」なんて根拠のない自信を持っているそこのあなた。「病気が発
見されたら怖～い」なんて尻込んでるそこのきみ。だめですよ、健
（検）診に行かないと。自分を守れるのは自分自身ですからね。	 （和）


